
 

「チーム」について  ～９月５日学校朝会講話から～                校長 出居正之 

 男子バスケットボールのワールドカップでは、しびれる展開に感動した人も多いかと思います。また、ラグビー

やバレーボールのワールドカップも始まります。選手や監督がインタビューの中で、決まって出てくるのが「チー

ム」という言葉です。「チームのみんなを信頼している」「このチームなら絶対勝てる」など、力強く語ります。 

 今日は、「チーム」についてお話します。 

皆さんは、「渡り鳥」といわれる鳥を知っていると思います。渡り鳥は季節によって1000キロ以上も空を飛んで

移動しますが、V字の隊形で飛ぶということを聞いたことがありますか。 

 これは、先頭の鳥が羽ばたくと翼の周りに気流（空気の流れ）が生まれ、その後ろの鳥はその気流の力の借りて

少ないエネルギーで飛ぶことができる。2番目の鳥が羽ばたくと3番目の鳥はもっと楽に飛べるようになる。こう

してV字で飛ぶことで、飛行距離を７０％も伸ばせるという話もあります。 

 さて、先頭を飛ぶ鳥はどんな鳥なのか。力のあるリーダーのような鳥がいるのかと思っていましたが、全員が交

代で先頭を飛んでいるのだそうです。先頭の鳥が疲れたら、楽な位置に下がり、2 番めの鳥が先頭に立ちます。負

担が大きい先頭の役割を公平に分担しているそうです。群れから脱落する鳥が出ても決して１羽にせず、付き添う

鳥がいるとのことで、回復を待って再び合流します。 

この渡り鳥の習性は私たちも大いに学ぶものがあります。共通の目標を持った鳥たちが、集団の力を利用して、

個々の能力を十分に発揮する。こうしたことは、私たち人間でも同じではないでしょうか。 

2 つ目は私たち人間の例です。ある進学塾で、同じくらいの成績のメンバーが集まっているのに、進学実績に大

きな違いがでた3つのグループについての話をします。 

 ほぼ同じ成績の３つの集団であったのに、最終的に進学実績をみたら、優秀なグループ、平均的なグループ、合

格者がほとんど出なかったグループに分かれてしまいました。もともと、同じくらいの成績だったのに、どうして

こうなってしまったのか不思議に思い、メンバーに聞き取りをしたそうです。 

合格者がほとんど出なかったグループでは、いじめがありました。いじめや仲間外れがある集団は、生活が落ち

つかなくて、ボーダーラインの生徒が不合格になりやすいそうです。平均的なグループは、仲良しグループでした。

仲は良いけれどお互いの勉強には無関心で、塾の外では交流がなかったようです。 

 合格者が多数出たグループでは、まさに「チーム」と呼べるような状況だったといいます。数学が苦手な子がい

たら、得意な子が教える。漫画を読んでサボっている子が出たら、「今は受験勉強頑張ろう、受かったらみんなで読

もうぜ」と励ましあったそうです。 

 さて、皆さんも多くの集団に所属しています。クラス、班、部活動など。授業や学校行事、大会やコンクールな

ど、自分の目標、みんなの目標に向けて、お互いにサポートしあえているでしょうか。 

 渡り鳥が一羽の脱落者を出さずに1000キロを超える距離を飛び続ける互いの協力、進学塾でただの「グループ」

だったメンバーが、「チーム」といえる関係を築いて、最終的に優秀な進学実績を上げた話、2つの例から、みなさ

んも学んでほしいと考えます。 

 

〇ホームページが新しくなります 
 １０月２日（月）から本校のホームページが所沢市共通のフォームに移行します。これまでの記事について

も、３月までは閲覧可能となります。                      裏面あり 

 [ 教 育 目 標 ] 

心豊かな生徒 

自ら学ぶ生徒 

健康でたくましい生徒 
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○ 南陵中生の活躍 

・合唱団関東大会出場 

  本校合唱団（合唱部＋有志）５０名が、９月１７日（日）に

水戸市民会館にて開催された第７８回関東合唱コンクールに

埼玉県代表として出場しました。言葉を大切に歌い上げ、銅

賞を受賞しました。１０月の合唱コンクールでも発表します。

なお、出場にあたり、愛校会からバス代の支援をいただきま

した。ありがとうございました。 

 ・中学校英語弁論大会  

   ９月７日（木）に中学校英語弁論大会所沢市予選が行われ、本校からは、３年生の    さ

んと    さんが代表として出場しました。  さんは「Being Different from Everyone 

Else(みんなと違うということ)」  さんは「Recent Cases of Racism in the News(人種差

別に関する最近のニュース)」をテーマに主張を堂々と発表しました。 

 ・新人体育大会の結果 （敬称略） 

    陸上部 男子 団体 ２位 個人：    (２年 400ｍ １位 大会新記録→県大会へ 200m 

1位)     (２年3000ｍ １位→県大会へ 1500ｍ 1位)     (２年 3000ｍ ２

位→県大会へ)     （２年 800m 1位→県大会へ） 

    女子 個人：    (１年 100ｍＨ ２位)     (１年 1年100ｍ ３位)    

（１年 走高跳３位） 

   野球部 優勝→県大会出場 

   サッカー部 ２回戦惜敗 

   女子バスケットボール部 惜敗 

   男子バスケットボール部 ３位 

   男子テニス部 惜敗 

女子テニス部 ３位  

バレーボール部 決勝トーナメント進出 惜敗 

女子卓球部 団体→惜敗 

   男子卓球部 団体→決勝リーグ進出 惜敗 

剣道部 女子 団体：惜敗 個人：    (２年)３位→県大会へ 

       男子 団体：惜敗 

   柔道部 男子 団体→地区大会へ 個人：    、    、 

、    （２年）、    （１年）→地区大会へ 

       女子 団体→地区大会へ 個人：    、    （２年）→地区大会へ 

〈お知らせ〉 

 ・１年４組担任      教諭が、出産のため１０月２３日から休暇に入ることになりまし

た。休暇に伴う今後の対応についてはあらためてご連絡します。 

 ・９月から、スチューデントサポーターとして、    さん（大学３年）が、主に２，３

学期の金曜日に相談室を中心に活動します。また、早稲田大学キャリア教育プログラム実

習として、２学期の月曜日に、    さん（大学２年）が来校し教科の支援を行います。 


